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胃 液 酸 度 の 季 節 変 動

岡山大学放射能泉研究所 内科

森 永

日本内地は温帯にあるので,四季の気候の

変化は甚だ規則正しく,従ってそこに生活す

る生体の生理約諾反応が季節によって変動す

るであろうことは 容易に想象せられるとこ

ろである･事実,諸多疾患の発病並にその病

勢が季節の推移と頗る緊密な関係を有するこ

とは,吾人が日常屡 経々験するところであっ

て,福島教授,堂野前教授等の研究報告によ

るも明らかである.

従って,疾病の治療を行 うに当っては,坐

体機能の季節的変動が当然考慮せられねばな

らない.

胃機能,特に胃液酸度の季節的変動に関し

ては 福島教授,篠崎,大橋,木谷氏等の報

告をみるが,著者も当所入院外来患 者580名

の胃液検査成績について統計的観察を行った

のでその結果を報質する.

調査材料とその成績

昭和22年1月から仝24年6月に亘 る間の岡

山医科大学放射誰泉研究所入院並に外来患者

580割 こついて コフエイン試料分割採取 法

(0.2gのコフェインを200∝ の浮氷に溶かす)

によって得られた胃液検査成績を調査した･

被験者は 胃十二指腸漬癌,肝 ･胆道疾患

を主とする消化器系患者並に腸管寄生虫疾患

々者であって,試験飲料に対し 総酸度につ

いては60以上を示すものを過酸症,59-40を

正酸例,39以下を減酸症とし,遊離塩酸を欠

くものを無酸症とした.

被験者 580例中,過酸症 194例 (33%)で

寛

最も多く,正酸例,無酸症は夫々134例 (23

%),138例 (24%)で之に次ぎ,減酸症 114

例 (20%)となっている･四季別にみると,

各季節に於ける頻度は 正酸例では 19～25

%で秋季 (19%)には精々減少するが,その

他の季節に於ては略々同一であり (春24%,

夏25%,冬24%),減酸症は冬季に減少 (12

%)を示すが,春季には増加し (24%)夏,

秋 (夫 2々0%,22%)と大略同一であった.

之に反して 過酸例は 冬に多 く41%を占

め,春32%,夏28%と減 じ 秋には又34%と

増している･各月別にみると,2-3-4月と漸

次減少,5月に一時増加するがその後は又 減

少し8月に最低24%とな り,9-10-11月と気

温の低下とは逆に増加している.

無酸症は 冬,香 (24%,20%)に少 く,

夏に至って増加の傾向が窺われる.

尚,分割的に採取した胃液酸度は第2表の

如 くであるが,過酸も封列に於ては 冬季に於

けるその酸度曲線は 遊離規酸度,総酸度共

に 夏季に比べ精 高々い傾向が認められる.

総 括

久野教授の主宰する季節生裡研究nJEの結合

研究では 主として環境生理の立場から人体

諸機能の季節的変動とその機序に関する業績

を発表しているが,胃液分泌に関して,福島

教授は 6名の被 験者について毎月 コフェイ

ン法で胃液検査を行い,その中の4名では

遊離塩酸最高値が 7･8月に低下 したが,他

の2名では著明な月別変動を示さなかったと
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Tablel･Thepercentageofgastricacidityinrelationtotheseasons
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いう成績から,夏期に於ける胃液酸度の低下 に冬期に最も高 く,次いで秋並に春であって

は必発の現象ではないと述べている･ 夏期に極めて著明に減少するという. 又

篠崎 ･大橋氏は 健康男子 6例につき,逐 木谷氏等は 阪大福島内科入院並に外来患者

月胃液検査を行い,総酸度,遊離塩硬度とも 2588例の胃液検査成績を調査し,卒均値でみ

Fig.1.Thepercentageofhyperacidityinrelationto
theroomtemperature
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Table2･Fractionalgastricacidityinrelationtotheseasons
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ると夏には胃液酸度の低下を認めるが,x2一

検定で有意差i;i:証明出来なかったと報告して

いる.

著者の調査 した材料について

季節と円板酸度とを要因として 4×4分割

表によって Ⅹ2-testを行 うと PrtX2-

14.013<16.919i-5%とな り,胃液酸 度 は

季節の影響を蒙 るとい 1きることは出来なか

った.然し 無髄 ･減顧症 と過酸症とにつき

夏季と冬季 とを比較すると PrtX2-6.06>

5.412i-2%とな り 過酸症は 夏少 くて冬

多 く,無酸 ･減酸症は夏に多 くて冬に少tlこ

とが証明出来た.

而して,その原因は 季節による食餌その

他の影響も当然考慮されねばならないけれ ど

ち,第 1図に示すように,過酸症例の頻度が

気温の上昇と共に減 じて最高気温の8月に最

も少 く,その後又増加を示し,無髄 ･減酸症

例に於てはその頻度の増減が気温と略々鼓行

している点からみて,気温も亦重要な作用因

子をなしていることが うなずかれる･

結 論

580例の胃液検査を調査し,胃液酸度は夏

季に減少し冬季には増加 して略々規則的な季

節的変動を示すということを知った･
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SEASONALVARIATIONOFGASTRICACIDITY

Hiroshi MORINAGA

DivisionofInternalMedicine,BalneologicalLaboratory,
Okayama University

Since,inJapansituatedinthetemperatezone,Climaticchangethroughthefour

seasonsofayearisregular,itisexpectedthattherethephysiologicalreactionsof

thehumanbodymay varyregularlyinaccordancewith theclimatic change･In

fact,weexperiencethattheattacksofdiseasesandtheirconditionsareinclose

connectionwiththechangesoftheseasons･

Theauthorinvestigatedtheeffectoftheseasonsuponthehumangastricacidity,

bymeansofthecoffein-test,in580caseswithgastrointestinaldisorders, atthe

MisasaBranchHospitalofOkayamaUniversity,MisasaSpainTottoriPrefecture,
in1946-ー1946.

Hyperaciditywasverifiedin194(33%)of580cases,nom acidityin134(23%),
anacidityin138(24%)andhypacidityinl14し20%)･

Thepercentageofhyperacidityincreasesin winter(41%),decreasesin spring

(32%)andinsummer(28%),andincreasesagaininautumn(34%).

Thecasesofanaciditydecreaseinwinterandsprlng,butincreaseinsummer.

Inchi-squaretest,theseason andtheacidity ofgastric)ulCeWeretaken as

factorsofvariation･Thechi-squarewascomputedwiththeresult:PrtX3-14･013<

16.919‡-5%,Soitcannotbe asserted thattheseasonalchangeseffecttheacidity

ofgastricjulCe･ButifComparisonismadebetweensummerandwinterwithrespect

totheanacidity-hypacidityvs.thehyperacidity,theauthor:obtainsPrtXL'-6.06>

5.4121-2%･Itisthusverifiedthatthecasesofhyperaciditypredominateoverthose

ofanacidity-hypacidityinwinter,whiletherelationisreverseinsummer.

Aswasmentionedabove, thetendencylSObヽ7iousthattheacidityofgastric

Juicedecreasesinsummerandincreasesinwinter.Itwasfoundthatthereisa

regularseasonalvariationingastricacidity.




